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の評価（第２報）
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要旨近年のRIA検査は部分的には自動化されているものの，用手法によって行われているのが現状である。

全自動ＲＩＡ装置ＲＩＡ-2000（アロカ社）はビーズ固相，チューブ園相の各種ＲＩＡキットのアッセイ処理から測定，データ

処Ellまで全自励で行う。

今回，セント・コアＣＡＩ9－９（Ｔ､ＦＢＪについて検討した。

標準曲線，再現性，用手法との欄関いずれも良好な結果が得られ，本装倣RlA-2000の全自動化の目的は充分達せられてい
ると思われ，Ｈ常のＲＩＡ検査機器としての有川性は，かなり商いと考える。

北放技術誌５１：119-123,1991

合計８回のアッセイで標準液のＣＶは用手法では，

4.76～11.29％，RIA-2000では，5.51～7.23％と，ほ

ぼ良好な結果が得られた。

111-2再現性

Intra-assayを観察するため９種類の血清を用いて

10回同時測定して検討した｡Ｔａｂｌｅｌに示すようにＣＶ

は2.98～5.80％であった。

Intra-assayは10種類の血清を２里測定で５ＦＬ異な

るロットで測定した。Ｔａｂｌｅ２に示すようにＣＶは

2.75～8.81％であり，いずれも良好な結果が得られた。

I・緒言

ＲＩＡ検査の全Ｈ動化にはマイクロ・メデイック社の

ＣＯＮＣＥＰＴ－４１)という装ｌｉｆｔがあるが，チューブ図;|;|:｜

法のみの対応であり，試薬も限定されている。また，

試薬自体の開発も遅れ，普及するに至らなかった様に

思われる》

今回我々は，全自動ＲＩＡ装搬ＲＩＡ－２０()０（アロカ

社)2)3)(Photo､1）の．使用する機会を得たので，その成

績及び有用性について報告する。

n．方法

本装樋の仕様及び特長は，Ｆｉｇ．１，Ｆｉｇ．２に示す。今

|【'１の検討試薬，セント・コアＣＡＩ9－９（Ｔ・ＦＢｊの

測定操作手順をＦｉｇ．３に示す。

本装慨の;検討は汗標準曲線，両苣現性，用手法との相

関について行った。

ＩＩＬ結果

[１１－１．標準(M】線について

Ｆｉｇ．４に示すのが,双方の比!隣である｡;左側の用手法

に比べ右側のRIA-2000のＢ/Ｔが立っているデータ

を示しているが，これはアッセイ中の温度が深く関与

していると考えられた⑪
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*旭川医科大学医学部附属病院放射線部

（1990年12月20日受理） Photo､１余自！]ｉｈＲＩＡ装IｎＲＩＡ－２０００（アロカ社）



1２０ 

分析方法

分析法

サンプル搭栽数

シングルライン試験衝反応方法

ビーズ間橘，ゾーューブ固相によるＲＩＡ法，ＩＲＭＡ法３項目同時分析iU能

最大150本（トータルサンプル，スタンダートーサンプル，コントロールサンプルを含む全アッセ

イチューブ数）

①検体サンプリング

②試薬分注

③ビーズ投入

④インキュペーション前の撹枠

⑤インキュベーション

⑥インキュベーション'１｣の振とう（間欠振とう）

⑦Ｂ－Ｆ分離（４ノズル，ビーズ・チューブ洗浄兼用）

⑧ビーズ移し醤え

⑨γ線測定（２本検出器測定）

⑩データ処理

15()テスト処理において，インキユベーション時IiM＋111|定時間（１分測定において約10()分）

キーボードより各プロトコルNCごとに入力，フロッピーディスクに記憶可能

プラズマディスプレイ及びプリンターによりリアルタイム出力表示可能

200Ｖ単相（5()/6()IIZ）Ｌ５ｋＶＡ

約122（Ｗ)×役8４(1))ｘ約１２２（１１）〔cｍ〕

６
■
■
 

｜
刊
Ⅱ
■
（
叩
久
］
ｍ
盲
弔
い

４－処理機能

処理能力

分析条件入力

結果出力表示

霞源

寸法

■
■
●
■
■
 

【
』
八
ｈ
Ｖ
庁
Ｊ
’
〔
〉
へ
》
、
Ｈ
〉

Fig.１ＲＩＡ－２０００の主な仕様

1．現在11J版の各樋ビーズ法，チューブ法ＲＩＡキットに対応可能。尊川試薬を必要としない。

２．．倹休サンプリングにディスポーザプルチップ方法を採川，,検体間キャリーオーバーゼロを実現。

3．試薬分注にもサンプリング分注方法を採用，試薬を無駄なく便)|ル，蝿管内コンタミネーションも|可時にシャットア

ウト。

４．３項、までの試薬が同1時にセットでき各キット条件に合わせたマルチアッセイ処理可龍。

5．キーボードからのワークシート粉報入力により、検体のランダムアクセスサンプリング可能。

6．インキュベーション前の臓絆，インキュベーション中の振とう（間欠振とう）が可能。

7．ビーズ移送機構を備えており，ビーズ法の場合、アッセイチューブそのままでの測定，又はカウンテイングチューブ

へのビーズ移し替えによる測定の選択ができます。

8．測定部にＮａｌ〈ＴＩ）ウェル型検出器２本を使用，測定にはいる前にコンタミチェックにより．装簡測定系の汚染の有

無をチェックできる。

9．動作モードとして全工程処理のオールモードの他，分注のみ，Ｂ－Ｆ分離のみ，測定のみ等，各工程分割処理も選択

できる⑥

Ｆｉｇ２ＲＩＡ－２０００の特長
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鰻街液

１００匹’鱗:計ﾄ･-'， １００座］ ← 

▽ 

各試験管にビーズを１個加える

↓ 

３７℃恒湛栖で３時間インキニペートする

↓ 

反応液を吸引除去し、ビーズを請製水４ｍｌで３回洗浄する

(用手法では１，１２回）Ｉ 

'２５１.標識抗体２００座ｌを各試験管に分注する

守

室温（２０～３０℃）で３時Nilインキユペートする

↓ 

反応液を吸引除去し、ビーズを蒲製氷４，１で３回洗浄する

〔用手法では１，１２回）Ｉ 

ビーズを測定用試験管に移す

↓ 

灯ンマー・シンチレーシヨンカウンターで１分間測定し、浪皮を測定す愚

Ｆｉｇ３ＣＡ１９－９の測定操作手願
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Fig.４用手法とＲＩＡ－２０００の標準曲線の比較
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１１０例の測定値には，ｙ＝0.996x-4.201Ｅ－０４，相関係

数γ＝0.999の相関があった。さらにα－フェトリア

ビーズ（ダイソーポット社）とスパックーＳ・ＬＨ（第一

ラジオアイソトープ研究所）についても検討した。

Ｆｉｇ．７に示されるように前者2`l例の測定値には，回

帰式ｙ＝1.180x-l-0.020,相関係数)'＝().999,後者103

例の測定値には，回帰式ｙ＝(L936x-0D68,相関係数

γ＝0.995の相関であった。

IIl-3RIA-2000と用手法の相関

Ｆｉｇ５はＣＡｌ９－９をRIA-2000と1W手法で検討し

たものである。Ｍ１例の測定位には，回帰式ｙ＝q926

x＋0.461,相関係数γ＝0.981の相関があった。

用手法との相関についてはビーズ画相のみでは不十

分と考えられ，チューブ間相についてもRIA-2000と

用手法で検討してみた。

Ｆｉｇ．６はスパックーＳ･FIIＳ(第一ラジオアイソトー

プＷ｢究所）をRIA-2000と)11手法で検討したもので，
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標準曲線については８回のアッセイを行い用手法と

比較し，同等の結果が得られた。

ビーズ固相法であるCA19-9Intra-assayのＣＶ

は2.98～5.80％,Intra-assayのＣＶは2.75～8.81％で

いずれも良好であった。

RIA-2000と用手法の相関をみると，ビーズ固相法

であるＣＡ１９－９はｙ＝0.926ｘ＋0.461（γ＝0.981)，

チューブ固相法であるスパックーＳ･ＦＳＨはｙ＝0.996

x-4201E-04，（γ＝0.999）の正の相関があった。

以上の結果から，全自動ＲＩＡ装置ＲＩＡ-2000(アロ

カ社）の目的は充分達せられていると思われ，日常の

RIA検査機器としての有用性は，かない高いと考えら

れる。
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皿考 察

今回我々が検討したＲＩＡ-2000（アロカ社）は，標

準曲線，再現性，用手法との相関については良好な結

果が得られた。

しかし，問題点として標準曲線の検討･で触れた如く

アッセイＥｉ｡及びインキュベーション中の過温現象があ

げられる。２～３℃の上昇ではあるが，アッセイには

ある程度の影響を与えていると思われる。そのため，

今回検討したＣＡ１９－９の;標準曲線のＢ/Ｔの上昇等

の影響を及ぼす結果となったが，用手法との相関をみ

る限り，実際の測定値においては問題無いと考えられ

た。しかしながら市販されているキットの中には温度

変化に鋭敏なものもあり，ボックス内で発生した熱を

拡散させるなどのエ夫が必要であろう。

全自動ＲＩＡ装置ＲＩＡ-2000(アロカ社)は問題点は

あるものの，今回の検討結果より，日常のＲＩＡ検査機

器としての有用性は，かなり高いと考えられる。

Ｖ・結語

全自動ＲＩＡ装置ＲＩＡ-2000（アロカ社)の評価を試

薬セント・コアＣＡｌ９－９を主にして行った。
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